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市
民
交
流
の
拠
点
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

問
協
働
推
進
課 
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０
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地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
歩ぽ

ぽ

ろ

歩
路
」
内
に

７
月
１
日
、
地
域
グ
ル
ー
プ
の
交
流
拠
点

と
な
る
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
設
置
さ
れ
た
市
民
活
動
室

の
貸
室
機
能
を
従
来
の
１
室
か
ら
３
室
に

拡
大
。
市
民
活
動
に
関
す
る
講
座
や
相
談

業
務
な
ど
、
活
動
の
支
援
機
能
を
整
え
ま

し
た
。
７
月
13
日
に
は
、
支
援
業
務
を
受

託
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
し

ま
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
第
一
回

目
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
業
務
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
貸
室
は
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
（
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
す
る
）
団
体
が
、

事
前
に
市
へ
登
録
す
る
こ
と
で
、
利
用
が

可
能
で
す
。
市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

島
田
市
初
「
副
市
長
２
人
制
」
が
ス
タ
ー
ト

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
島
田
歩
紀
」
モ
ン
ゴ
ル
語
版
を
作
製

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
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１
７

　

７
月
12
日
、
島
田
市
副
市
長
に
萬ま

ん
や屋

正た
だ
し

と
牛う

し
お尾

伸し
ん
ご吾

が
就
任
し
ま
し
た
。任
期

は
と
も
に
４
年
間
、
当
市
初
の
副
市
長
２

人
制
と
な
り
ま
す
。

【
略
歴
】

▽
萬
屋
正
（
58
歳
）
／
広
島
国
税
局
採
用
。

財
務
省
主
計
局
主
計
事
務
管
理
室
長
、

内
閣
府
政
策
統
括
官
付
参
事
官
な
ど
を

歴
任
。

▽
牛
尾
伸
吾
（
61
歳
）
／
島
田
市
採
用
。

企
画
部
長
、
市
長
戦
略
部
長
な
ど
を
歴

任
後
、
平
成
28
年
に
理
事
に
就
任
。

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
２
１
４

　

市
で
は
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
島し

ま
だ田
歩あ

る
き紀
」
の
モ
ン

ゴ
ル
語
版
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

Ａ
４
版
カ
ラ
ー
全
14
ペ
ー
ジ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
四
季
の

催
し
な
ど
を
凝
縮
。翻
訳
は
、
モ
ン
ゴ
ル

国
出
身
の
職
員
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

当
市
は
、
２
０
２
０
東
京
五
輪
で
モ
ン

ゴ
ル
国
ボ
ク
シ
ン
グ
代
表
チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
地
に
決
定
。今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
両
国
の
交
流
を
盛
り
上
げ
る
き
っ

か
け
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

萬屋正 副市長牛尾伸吾 副市長

渡
わたなべ

辺房
ふ さ お

男氏によるオープン記念講座

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
非
常
用
応
急 

給
水
栓
」
を
市
に
寄
贈

問
水
道
課 

☎
３
５-

２
１
０
７

　　

７
月
４
日
、
㈱
五
光
設
備
（
野
田
）
か

ら
、
災
害
で
断
水
し
た
際
に
給
水
所
や
給

水
車
で
活
用
で
き
る
非
常
用
応
急
給
水
栓

３
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
五い

み

ぎ

十
右
大だ

い
す
け亮
代
表
取
締
役
は
、

熊
本
地
震
の
被
災
地
を
訪
れ
た
際
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
配
布
だ
け
で
は
被
災
者
の
生

活
に
十
分
な
水
を
供
給
で
き
な
い
こ
と
を

痛
感
。被
災
状
況
に
応
じ
た
使
用
が
可
能

な
、
給
水
栓
の
製
作
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
給
水
栓
は
、
１
基
あ
た
り
８
個
の

蛇
口
を
装
備
。単
体
で
の
使
用
は
も
ち
ろ

ん
、
連
結
す
れ
ば
一
度
に
多
く
の
人
が
給

安定感のあるオリジナルの給水栓島田市の文化や見どころを凝縮してモンゴル語で紹介

あ･ら･か･る･と市政

水
で
き
、
被
災
時
の
行
列
を
軽
減
す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
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髷道中と手踊り1

髷結上げ実演
三味線髷娘

3

～川越街道会場案内図～

お休み処お休み処

おもてなし会場
食事・物販

そば玄そば玄 十番宿十番宿

荷縄屋札場 仲間の宿 三番宿

島田駅発巡回
シャトルバス
乗り場

川会所稲荷神社博物館 博物館分館

朝顔の松
広場

髷娘写真撮影会2

10:00～15:00
～博物館分館～
髷まつりだけの特別展

同時開催 !

◉髷特別展
◉着物着付け

～川越街道～
大井川の恵みと
　　　　街道の賑わい

◉番宿での物販

12:15～12:451
14:15～14:45
10:30～12:002

11:00～11:303

11:30～12:004

15:25～16:30
奉納踊り（鵜田寺）
14:55～15:25
手踊り（市民病院）

スケジュール

9/17㈰

　
今
年
は
第
60
回
特
別
記
念
行
事
と
し
て
、

日
本
髪
が
発
展
し
た
江
戸
時
代
の
趣
を
残

す
島
田
宿
大
井
川
川
越
遺
跡
を
中
心
に
、

髷
道
中
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

島
田
髷
ま
つ
り
で
は
、
一
度
に
多
く
の

種
類
の
日
本
髪
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
い
上
げ
に
は
高
い
技
術
が
必
要
で
、
担

当
す
る
美
容
師
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
結
い

上
げ
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
日
本
髪
の
第
一
人
者
、
全
国
か

つ
ら
十
日
会
代
表
大お

お
ぬ
ま沼

勇い
さ
む

氏
に
よ
る
島
田

髷
の
結
上
げ
実
演
披
露
も
行
わ
れ
ま
す
。

【
と
き
】

　
９
月
17
日
㈰ 

正
午
～
午
後
４
時
30
分

　

※
川
越
遺
跡
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
は
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
。

【
と
こ
ろ
】

　
島
田
宿
大
井
川
川
越
遺
跡
ほ
か

【
概
要
】

　
毎
年
９
月
の
第
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
、
島
田
髷
ま
つ
り
。
昭
和
８
年
に
始

ま
っ
た
こ
の
祭
り
は
途
中
、
戦
争
な
ど

の
理
由
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
島
田
髷
ま
つ
り
保
存
会（
静
岡
県

美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
島
田
支

部
）の
尽
力
に
よ
り
昭
和
40
年
に
再
開
。

以
降
、
年
々
盛
大
に
な
り
、
今
年
は
60

回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。「
第
18
回
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
で
は
大
賞
に

次
ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
知
名
度

を
全
国
的
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

【
解
説
】

　

和
装
結
婚
式
で
花
嫁
が
結
う「
文ぶ

ん
き
ん金

高た
か
し
ま
だ

島
田
」に
代
表
さ
れ
る「
島
田
髷
」は
、

こ
こ
島
田
市
に
由
来
し
ま
す
。
そ
の
起

源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
島
田
出
身
の

遊
女
、
大
磯
の
虎
こ
と「
虎と

ら
ご
ぜ
ん

御
前
」
が

初
め
て
結
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭

り
当
日
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
髪・
島

田
髷
を
結
っ
た「
髷ま

げ
む
す
め娘

」
た
ち
が
川
越

遺
跡
で
手
踊
り
を
披
露
し
た
後
に
、
彼

女
の
菩
提
寺
、
野
田
の
鵜
田
寺
に
て
供

養
感
謝
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

問
島
田
市
観
光
協
会 
☎
４
６-

２
８
４
４

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
１
６
３

島田髷まつり

※詳しくは保存会公式ブログで！:http://shimadamage.eshizuoka.jp
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